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第1四半期決算説明会資料

2021年度（2022年3月期）

1



2

➢ 幅広い顧客のニーズを確実にとらえ、

「増収増益」かつ「受注残高が過去最高」

➢ 前中期経営計画期間に培われた良い流れをつなぎ、
新たなゴールの達成に向け好調なスタート

◆第1四半期(4-6月)として、
・売上収益及び全ての利益項目、受注高が過去最高
・売上総利益率、営業利益率はIFRS導入後最高

◆過去最高となった前年度期末受注残高からさらに
積み増し、最高値を更新

2021年度第1四半期決算 総括
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業績

（億円）

1,041 1,086 +45 +4.3%

250 275 +25 +10.1%

(24.0%) (25.3%) (+1.3p) -

▲191 ▲198 ▲7 +3.7%

58 77 +18 +31.0%

(5.6%) (7.1%) (+1.5p) -

41 54 +13 +31.8%

959 1,131 +173 +18.0%

2,641 3,195 +554 +21.0%

2021年度Q12020年度Q1 増減率前年同期比

売上収益

売上総利益

（売上総利益率）

その他の収益及び費用

営業利益

（営業利益率）

当社株主に帰属する

四半期純利益

受注高

受注残高

2021年度Q1(4-6月)
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【売上収益】
通信、金融、海外事業会社などが増加

【売上総利益】
増収及び利益率の改善により増益
※「開発不採算」を除いた売上総利益率は、前年同期比+1.5p改善

【その他の収益及び費用】
人件費等の増加により、販売管理費が増加

【営業利益】
売上総利益の増加により増益

【当社株主に帰属する四半期純利益】
営業利益の増加により増益

【受注高】
通信、公益、官公庁向けや海外事業会社などが増加

【受注残高】
製造、通信、公益、社会インフラ、官公庁向けなどが増加
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239 255 +16 257 257 +1 641 738 +97

84 81 ▲3 114 116 +2 250 267 +17

317 403 +86 348 368 +20 776 1,134 +358

147 170 +23 144 150 +6 475 559 +85

56 50 ▲6 52 59 +7 201 189 ▲13

116 173 +57 126 134 +8 298 308 +10

959 1,131 +173 1,041 1,086 +45 2,641 3,195 +554

（億円）

事業グループ別実績

2021年度
Q1

2020年度
Q1

前年

同期比

受注高

2020年度
Q1

前年

同期比

売上収益

2020年度
Q1

前年

同期比

受注残高

エンター
プライズ

流通

情報通信

広域・社会
インフラ

金融

その他

連結

2021年度
Q1

2021年度
Q1

2021年度Q1(4-6月)
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【エンタープライズ】
受注は製造や建設向けインフラなどが増加
売上はほぼ横ばい

【流通】
受注・売上ともにほぼ横ばい

【情報通信】
受注、売上ともに通信向け５G関連案件やインフラなどが増加

【広域・社会インフラ】
受注は官公庁向け運用や公益向け開発などが増加
売上は地方自治体向けインフラなどが増加

【金融】
受注は前年の政府系金融機関向け開発やインフラなどの反動により減少
売上はメガバンクや銀行、証券向けインフラなどが増加

【その他】
受注は海外事業会社におけるサービスやインフラ案件などが増加
売上は海外事業会社におけるインフラ案件などが増加
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338 391 +54 468 493 +25 1,842 2,058 +216

(35.2%) (34.6%) (45.0%) (45.4%) (69.7%) (64.4%)

214 267 +52 206 247 +41 282 390 +108

(22.4%) (23.6%) (19.8%) (22.7%) (10.7%) (12.2%)

406 473 +67 367 346 ▲21 518 747 +230

(42.4%) (41.8%) (35.2%) (31.9%) (19.6%) (23.4%)

959 1,131 +173 1,041 1,086 +45 2,641 3,195 +554

ビジネスモデル別実績

受注高

前年

同期比

売上収益

前年

同期比

受注残高

2021年度
Q1

2020年度
Q1

2021年度
Q1

2020年度
Q1

（億円）

前年

同期比
2021年度

Q1
2020年度

Q1

サービス

開発・SI

製品

連結

※（）内の割合は構成比

2021年度Q1(4-6月)
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【サービス】
受注は製造向けクラウドや通信向けインフラ構築、海外事業会社における
インフラ構築などが増加
売上は製造向けクラウドや海外事業会社におけるインフラ構築などが増加

【開発・SI】
受注は流通や公益向け開発、通信向け5G関連案件などが増加
売上は運輸や流通向け開発、通信向け5G関連案件などが増加

【製品】
受注は通信向け5G関連案件や、海外事業会社におけるインフラなどが増加
売上は通信、エネルギー向けインフラなどの反動により減少
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営業利益の増減要因（前年同期比）

（億円）

+11

▲2 ▲7+16

77

58

売上総利益増加 +25

【売総率 改善】
24.0％ ⇒ 25.5％
※開発不採算を除く

【開発不採算増加】
▲ 0.4 ⇒ ▲2

【その他の収益及び費用 増加】
▲ 191 ⇒ ▲198

（▲7）

【売上収益の増加による増益】
1,041 ⇒ 1,086

（+45）

【ﾓﾃﾞﾙ別】
ｻｰﾋﾞｽ 468 ⇒  493
開発・SI 206 ⇒  247
製品 367 ⇒  346

2021年度Q1(4-6月)
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▲117 ▲120 ▲3

▲20 ▲19 +1

▲17 ▲30 ▲13

▲39 ▲30 +9

▲192 ▲199 ▲7

1 1 +0

▲0 ▲1 ▲0

▲191 ▲198 ▲7

その他の収益及び費用 内訳

2021年度
Q1

人 件 費

委託社員受入費

減 価 償 却 費

そ の 他

前年同期比
2020年度

Q1

（億円）

販売管理費

及び

一般管理費

その他の収益

その他の費用

その他の収益及び費用

2021年度Q1(4-6月)
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【人件費】
・社員数の増加、昇給、業績連動賞与による増加となるものの、
エンジニアの稼働率向上による改善効果あり。

【減価償却費】
・オフィス移転に伴う固定資産の償却など

※オフィス移転に伴う損益が「減価償却費」と「その他」に分かれて計上
されているが、ネットインパクトは軽微。

【その他】
・オフィス関連を除き、前年同期にコロナウイルス感染症の影響で縮小していた
営業活動が、再開したことによる一部費用の増加



・本資料に記載されている業績見通しは､将来の予測であって､リスクや不確定要素を含んだものです｡

実際の業績は､経済情勢をはじめさまざまな要素により､これら業績見通しと異なる結果となりうることをご承知おきください｡

・本資料における数値表記については、2020年度より単位未満を切り捨てから四捨五入に変更いたしました。

それに伴い、2019年度の数値も同様の表記に変更いたしました。
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